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序

 本年は丁度鹿持雅澄の生誕二百年 目に当たり, 記念事業が鹿持雅澄先

生誕生二百年記念 事業実行委員 会の手 によって計画され, 高知市によっ

て県史跡鹿持雅澄邸跡の整備事業が実施されることになりました。
                              まん
 鹿持雅澄と言え ば万葉集の研 究で多大な功績 を上 げ, 大著である 「万
ようしゅう こ ぎ
葉 集 古義」 を著 し, 国文学研究の一つの原点 にたつものとして評価され

ています。 このよう な業績と旧邸跡 が比較的良好な形 で残っ ていたこと

により昭和38 年 7 月 5 日に県史跡の指 定を受 けま した。 それ以後保存会

や町内会の努力で各種の樹木が植えられ手入れされ今日に至っています。

 今回の調査は, 高知市が計画 している同邸跡の整備事業に先立ち, ( 財)

高知県文化財団埋 蔵文化財センターが高知市の委託を受け, 当該史跡の

遺存状況 を確認する目的で実施 したものです。 その結果, 当時 のものと

考えられる建物跡や土坑 が確認され, 多大な成果を上げることができま

した。

 本書が近世の建物研究並 びに広く文化財研究の一助 になれば幸甚の至

りです。

 最後に, 調査に際し何 かとご協力いただいた関係者及び地域住民の方々

に心より厚くお礼 を申 し上げます。

1992 年 3 月

(財) 高知県文化財団埋蔵文化財 センター

所 長  小 橋  一 民





例  言
1. 本報告書は, 県史跡鹿持雅澄邸跡 整備事 業に伴 う埋蔵文化財調査報告書で, 高知 県高知市

福井町1226 - 2 に所在する 県史跡鹿持 雅澄邸跡の発掘調査報告を収録 した。

2. 発掘調査 は, 財団法 人高知 県文化財 団埋 蔵文化財センターが高知市の委託 を受 け, 高知県

 教育委員会の指導 を得て実施 した。

3. 発掘調査及 び整理作業 は, ( 財) 高知 県文化財団埋蔵文化財センター主任調査員廣 田佳 久が

 担当 し, 同セ ンター調査員 近森泰子 の補助 を得た。 調査の事務, 総括 は同セ ンター事 業課長

 山崎浩, 同セ ンター主事 三浦康 寛が行った。

4. 本書の執筆, 写真撮影, 編 集等 は廣 田佳久が行った。 調査の際に は岡本健児氏 ( 高知市文

 化財保護審議会委員) の助言 を得 た。

5. 遺構 につ いて は, S B ( 掘 立柱建 物跡) , S K ( 土坑) , P ( ピット) で標示 し, 遺構 ごと

 の通 し番号 である。

6. 遺物 につ いて は, 縮尺 % で実測図を載せた。 番号は通 し番号で, 実測 図の番号 と図版の番

 号 は一致 している。

7. 発掘 区の設定並 びに遺構 の測量にあたっては, 任意座標で行 い, 方 向点 を西側 路肩に埋 設

 して いる。 標高 は海抜 高を示す。

8. 遺構 の縮尺率 は, S B が%。, S K が垢 で掲載 し, 方位 ( N) は極北 である。

9. 調査 にあたって は, 高知県教 育委員会, 鹿持雅澄先生生誕二百年記念事 業実行委員会, 町

 内会の方々 の協力 を得 た。 整理作 業では, 建物跡等遺構について文化庁建造物 課主任文化財

 調査官宮 本長二郎氏, 近世陶磁 器類等遺物について佐賀県立九州陶磁文化館 学芸課長大橋 康

 二氏 に多大な助 言を得 た。 記 して深く感謝する次第である。

lO. 出土遺物 は 「91- 3 K M」 と注記 し, ( 財) 高知 県文化財 団埋 蔵文化財 センター にお いて保

 管 している。



報 告 書 要 約

1. 遺 跡 名  県史跡 鹿持雅澄邸跡  遺跡番号 010155  遺跡地図No. 20- 48
2. 所 在 地  高知市福井町1226 - 2
3. 立  地  高知市北西部低丘陵中腹 標高約9 m
4. 種  類  江戸時代 ( 屋敷跡)

5. 調査主体  ( 財) 高知県文化財団 埋蔵文化財センター
6. 調査契機  史跡整備事業
7. 調査期間  平成3 年4 月22 日- 5 月22 日
8. 調査面積  227 ポ
9. 検出遺構  〔江戸時代〕 S B 2 棟, S K 4 基 ( 内2 基が便所跡) , P 4 個
lO. 出上遺物  肥前系陶磁器, 瀬戸･ 美濃系陶器, 関西系陶器, 能茶山焼陶磁器, 備前焼, 産地不
       明近世陶磁器

ll . 内容要約  鹿持雅澄は万葉集の研 究で著名な学者で, 『万葉集古義』 を著 している。 今回の調
       査では19 世紀前半以降の建物跡な どを確認することができた。 時期的にみて鹿持
       雅澄の屋敷跡であったものとみられる。 また, 屋敷跡はこの時期 としては類例の
       少ない掘立柱建物であり近世民家を研究する上での貴重な資料となっている。
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第Ⅰ 章 調査の契機と経過
1. 契 機 と 経 過

 鹿持 雅澄 邸跡は高知市の北西部, 福井町鹿持団地内に所在 し, 付 近の山には雅澄の墓所もあ

り, 昭和38 年 ( 1963 年) 7 月 5 日に県史跡の指定 を受 けて いる。 現在 は, 保存会の努力で雅澄

に因んだ万葉の樹木が植えられ手入れされている。 邸跡 はほとん ど旧態を留めないが, 北西の

隅には当時のものと伝えられる井戸が遺存する。 なお, 鹿持雅澄 ( 1791 - 1858) は万葉集の研

究で著名で, 大著 「万葉集古義」 を著 し, 本年度が丁度生誕200 年目 に当たる。

 この生誕200 年を記念 して, 鹿持雅澄先 生生誕二百年記 念事業実行委員 会の手 で各 種事業が

計画される一方, 高知市でも独自に同邸跡の整備事業 を実施 することとなった。 この史跡整備

事業に先立って, 当該史跡の遺存状況を確認する 目的で, 高知 県教 育委員会の指導のもと, 本

年度設立 した財団法人高知県文化財団埋蔵文化財セ ンター が高 知市の委託を受け発掘調査を実

施すること となっ た。

 調査は, 樹木の伐採後に取り掛り, 平成3 年4 月22 日から5 月22 日までの実働15 日を費や し

て実施された。

2. 調 査 日 誌 抄

         1991 年4 月22 日- 5 月22 日
 4 ･ 22 本日から発掘調査を開始する。 調査
区の設定, 写真撮影( 発掘調査前全景) 等を行う。
 4 ･ 23 発掘 区北側から東西に並んだ柱穴群

を検出する。 また, 水準測量を行う。
 4 ･ 24  雨天のため現場作業は中止。
 4 ･ 25 建物跡を検出したため, 規模確認の
ために発掘区の拡張作業を行う。 合わせて平板
で地形測量も行う。
 4 ･ 26 昨日に引きつづき拡張作業を行う。
遺構が検出された部分については杭打ちを行う。
 4 ･ 30  発掘区を西側に拡張する。東西5 間,
南北3 間以上の建物であることが判明する。
 5 ･ 1  発掘区をさらに西側へ可能な限り拡
張する。 合わせて西壁の土層の堆積状態を実測

する。 遺構検出状態の写真撮影を行う。
 5 ･ 7 - 8  雨天のため現場作業は中止。
 5 ･ 9  本日から遺構の調査を行う。 柱穴の
中には柱根が残っているものもあった。 検出面

が整地層のためか不明瞭で, 幅約30cmのサブト
レンチを格子目状に設定する。
 5 ･ 10 遺構の調査と平行 して, サブトレン
チの調査を行う。 約20cmで岩盤に至る。 この岩
盤を掘り込んだ土坑2 基 ( 便所跡) を確認する。
横山龍雄高知市長が現地視察に来られる。

 5 ･ 13 建物がさらに南側へ延びているため
発掘区を南側に可能な限り拡張する。
 5 ･ 14  遺構の調査を行う。 土坑の底面から
新たに柱穴を確認する。
 5 ･ 15 雨天のため現場作業は中止。
 5 ･ 16 新聞発表を行う。 終了後, 平面実測
を行う。
 5 ･ 17 平面実測並びに水準測量を行う。
 5 ･ 18  現地説明会を開催する。 約80 名が参
加する。
 5 ･ 20 - 22 埋め戻し作業を行い, すべての
調査を終了する。
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第Ⅱ 章 遺跡の地理的, 歴史的環境

Fig. 1  高知市位置図

1. 地 理 的 環 境

 高知市 は, 高知県の中央部に位置 し,

県庁所在 地であることから産業, 商業,

文化 の中心 地となっている。東 を南 国市,

北を土佐 山村と鏡村, 西を伊野町と春野

町の 1 市 2 町2 村 と境 を接 す る。 面 積

143. 23 M, 人口約31 万4 千人を有 し, 高

知県全人口の約37 % が集中する。 国の重

要文化財に指定されている高知城, 月の

名所桂 浜, はりまや橋 等の観光資源にも

恵まれ, 高知県の中心的地位を確固たる

もの にしている。

 立 地 を み る と, 市 街 の 北 部 か ら 西 部 に か けて は標 高4 00 - 60 0 m の 山 地 が 連 な り, 東 部 は香 長
                       うらどわん
平 野 に接 し, 南 部 は 土 佐 湾 に 面 し, そ の 入 江 で あ る 浦 戸 湾 が深 く 入 り 込 み, 天 然 の 良 港 と な っ

て い る。 こ の 浦 戸 湾 に は 高 知 市 を 東 西 に 貫 流 す る 鏡 川, 南 国市 北 部 及 び香 美 郡 に 源 を 発 し, 土
                        こくぶがわ     ふないれがわ え のくちがわ しもだ
佐 国 府 跡, 土 佐 国 分 寺 跡, 岡 豊 城 跡 に 沿 っ て 西 流 す る 国分 川, そ して 舟 入 川, 江 ノ ロ 川, 下 田
がわ
川 が 注 ぎこ ん で い る。 中 世 頃 ま で 現 在 の 平 野 部 の 大 半 は 内海 で あ り, 遺 跡 の 立 地 は 山 裾 部 に ほ

                                    おおたかさかやま
ぼ 限 ら れ て い た が, 鏡 川 な ど河 川 の 堆 積 や 隆 起, そ して 近 世 に な っ て 山 内 一 豊 が 大 高 坂 山 に居

城 を構 え た こ と に よ り 干 拓 に よ る 埋 立 な どが 活 発 に行 わ れ る よ う に な り, ほ ぼ現 在 の 状 態 と な

った。
                 こうち ( 1)
 高 知 の 名 は, 山 内 一 豊 が 大 高 坂 山 を河 中 山 と改 名 し た こ と に 端 を 発 し, 度 重 な る 水 害 で こ の

字 を 忌 み, そ して, 五 台 山 竹 林 寺 の 文 殊 菩 薩 の高 い知 恵 に ち な ん で 高 智 山 と 改 め, そ の後 高 知

とい う 字 を 当 て 嵌 め る よ う に なっ た も の と い わ れ る。

 今 回 報 告 す る 県 史 跡 鹿 持 雅 澄 邸 跡 は, 高 知 市 北 西 部 の低 丘 陵 中 復 に 位 置 す る19 世 紀 代 の 遺 跡

で あ る。 そ の 立 地 か ら す る と 自 然 地 形 を そ の ま ま 利 用 した の で は な く, 人 の 手 を加 え て宅 地 化

した こ と が 窺 え, 当 時 も 周 辺 部 に は こ の よう な 宅 地 が あ っ た も の と 思 料 さ れる。

2. 歴 史 的 環 境

 高知市は近世以降高知県の中心地と して繁栄 して来 たが, 前 述のとおり中世頃まで は内海が

現市内の平野部の大半を占めていたため, そ れ以前 の遺跡 につ いては周辺の山裾部に集中する

傾向がみられる。 一方では, 市内の平野部 は堆積 が厚 いため市 街地化が進んでも遺跡の発見 さ
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れる機 会が少なかったともいえる。

 現 在の所, 縄 文時代以前の遺跡は少なく, 特に旧石器時代 に関してみれば, チャー ト製の細
                     ( 2)
石刻] 点が高知市東部の高間原古墳群の1 号古墳 から発 見されているのみである。 縄文時代 に

関 しても遺構が検出されたもの はなく, 土器片 や石器 が発 見された程度で, 長浜 チ ドリ遺跡,

正蓮寺遺跡な どが挙 げられる。弥生時代では前期末の土器 が出土 した柳 田遺跡が現在最も古く,

鏡川と神田川 に挟ま れた自然堤 防上 に集落が営 まれていたものと考 えられている。 中期から後

期に かけて は朝倉城山遺跡 などの高地性 集落遺跡が発見さ れている。 他 に福 井のかろ一と口遺

跡, 大津 の高天 原遺跡 な どがある。 これらは山裾部か ら山頂部 にかけて立地する遺跡である。

Fi g 2  調査地点と周辺の遺跡分布図 ( s = 1 : 25, 000)

Ta b. 1  調査 地 点と周 辺 の遺 跡分 布表

番号  遺  跡  名  時 代 番号 遺 跡 名  時 代 番号  遺 跡 名  時 代

1 杓 田 遺 跡 古 墳 6 かろ一と口遺跡 弥 生 11 小 石 木 町 遺 跡 弥 生
2 鴨 部 遺 跡 弥 生 7 福 井 古 墳 古 墳 1 2 高 知 城 跡 江 戸
3  能 茶 山 窯 跡 江 戸 末  8  鹿 持 雅 澄 邸 跡 江 戸 末  1 3  尾 戸 遺 跡 江   戸
4  横 内 遺 跡 弥   生  9  嘉 武 保 守 城 跡 戦   国
5  学 園 裏 遺 跡 弥  生  10  井 口 城 跡   〃
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一方, 平 野部に立地する遺跡が介良本村 から中野 団地 にかけての広範囲で発見さ れている。 表

採 された遺物 をみると, 古墳 時代にまで及ぶものと考 えられ, 南国市乱戸遺跡さらに は郷ノ前

遺跡 まで繋 がる大規模 な遺跡群になる可能性を秘めて いる。次 に古墳 時代 をみてみると, まず,

古墳 では東部 の高天原山に県下有数の高間原古墳群, 北部の愛宕山, 秦泉寺に は秦泉寺古墳群,

西部 から南西部 にかけて は塚 の原古墳群, 朝倉古墳, 坂本古墳, 小 石木山古墳 な どが確認され

ている。 これらはすべ て後期古墳 に属するもので, 前期 のものは確認 されていない。 この状況

は県下最多の古墳 が所在 する香 長平野一帯でも看取さ れるところ である。 集落遺跡の確認は今
                             ( 3)
まで皆無に近い状態であっ たが, 本年度実施された遺跡分布調査で前述 の介 良地区と加賀 野井

地区等で当該時期の遺物 が表採 されており, 近い将来確認さ れるも のと思 われる。 古 代, 高知
                       けら   おおつ        と さ   かんべ
市は長岡･ 土佐･ 吾川郡 の三郡 にわたり, 長岡郡の気良郷, 大角郷, 土佐郡の土佐郷, 神戸郷,
たかさか  かもべ   あさくら       なかむら
高坂郷, 鴨部郷, 朝倉郷, 吾川郡 の仲村郷 が存 在 したことが 「和名抄」 に記載 されている。 こ
                                ( 4)
の時代では白鳳期の瓦が出土する秦泉寺廃寺 が著名であり, 同系統の瓦が出土 した吾川 郡春野

町大寺廃寺との繋がりも注目さ れて いる。 中世以降では比較的遺存状況が 良く, 発見 されやす

い城跡が数的には多くなっているが, 一宮神社周辺 ではこの時期の土師質土器片も多数表採 さ

れており, 集落遺跡も少なからず発見さ れつつ ある。 近世になれ ば, 高知城の築城が行 われ,

県下の中心地と して発展を遂 げ, 城下 を始めと して市 内一円が遺跡の範疇で捉え得るものであ

るが, 現在遺跡と して保護の対象となっている ものは家老級 の屋 敷跡や窯跡 ( 能茶山焼等) な

どに限定されている。 今回報告する遺跡は著名 な人物 の屋敷跡 と して県史跡となり保護さ れて

来たもので, 能茶山焼と称される陶磁器も肥前系陶磁器 に混 ざって出土 している。

 以上高知市 の遺跡につ いて概観 したが未知数部分が多く, 今 後予 定されている大規模開発に

よって新 たな展示 をなすものと思料される。

註

 ( 1) 山内一豊は居城 を構 えていた大高坂 山が江ノロ川と鏡川に挟 まれていたため河中山と改め

  た。

 ( 2) 径約6 m の円墳で, 標高約80 mを測る。 鉄鎌, 鉄刀な どの副葬品に混 じって玄室床面より出
  土した。

 (3) 昭和61 年度から10 ヵ年計画で実施されている高知県遺跡詳細分布調査の一環として本年度高

  知市が実施 したもので, その成果 は 『高知県遺跡地 図一土佐･ 吾川ブロックー』 の中に掲載さ
  れている。

 (4) 秦泉寺廃寺出土の有稜線素弁八葉蓮華文鐙瓦の退化型式のものが大寺廃寺から出土する。
参考文献

 『高知県の地名』 平凡社 1983

 『全国遺跡地図 高知県』 文化庁記念物課 昭和51 年

 『日本の古代遺跡 高知』 岡本健児編著 保育社 平成元年

 『高知県史 考古編』 岡本健児 高知県 昭和43 年
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第Ⅲ章 調査の概要
1. 調 査 の 方 法

 調査対 象地は, 市有地で県史跡と して公園となってお り桜 を始めとする多くの樹木が植え ら

れていた。 これら樹木の内, 遺構が存在する可能性 の低 い縁 辺部の樹木については残 し, 他 は

伐採 した。 ま た, 調 査対象地 は, 住宅団地 ( 鹿持 団地) の一角 にあ り, 面積 も約600■と狭 い

ものであった。 そのため, 調査の基準軸 は対象地 の北辺 に直交するライ ンをX 軸, それに直交

するライ ンをY 軸とする任意座標 を設定 した。 また, 方向点2 点 ( T P - 1 とT P - 2 ) を隣

接する市道 路肩に埋設 した。 な お, グリッ ド北 は磁 北に対 し東へ 6 。48' 50" ( G M角) , 真北 に

対 し東へO。48' 50" ( 真北方向角) それぞ れ振って いる。

 調査は, まず発掘区をこの基準軸 に沿って北端 ( 幅12 m) から南へ14 m の部分 に設定 して行

った。 その結果, 建物跡の柱穴が確認 されたため, 発掘 区を可能な限り拡張 した。 最終 的な発

掘調査面積 は227 ■であった。

Fig. 3  県史跡鹿持雅澄邸跡周辺の地形図 ( s = 1 : 5, 000)



6

2 . 調 査 の 概 要

 調査 区は, 北 から南に向 かって1 。21' S の傾斜 度で傾斜 しており, 遺構検 出面でも ほぼ同じ

方向 に若干 の傾斜 ( 傾斜度 0 。54' S ) が認め られた。 こ れは, 当該地が公 園であると共 に団地

内の通路と しても使用さ れていたため通路部分 となった南側の表土が削ら れると共 に雨水がこ

れを伝わって北側から南側へ流 れ, 表土 を少 しずつ押 し流されたためと考え られる。 著 しい所

では検出面が一部掘り込ま れて いたところ もあった。 しか し, 当該邸が明治年 間に取 り壊 され

て以後新たな建物が建築さ れず, 畑地と して利用 され, 後に県史跡となり今日 に至っ たために

地表下に掘り込まれた遺構について は全般 に比較 的良好な状 況で検出することが できた。

 調査の結果, 整地層に掘り込ま れた掘立柱建物跡 2 棟, 土坑 4 基, ピッ ト4 個 を検 出する こ

とができた。 ただ し, 礎石建物 を復元 し得るよう な礎 石は確 認できなかった。 以下, 層序, 堆

積層出土遺物について記すこと にする。

(1 ) 層 序

調査区において認められた基本層序 は以下 の通 りである。

第1 層 表土層

第1 層 整地層

Fi g. 4  発掘区設定図 ( s = 1 : 500)
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 第皿層 黄褐 色土 ( 地山)

 層位 中, 遺構 が検出されたのは第1 層上面であっ た。

 第1 層, 表土層 の厚さは0 - 45cmを測り, 北側で は礫混赤褐色粘 質土, 礫 混灰黄色粘質土等

の客土が多く認められ, 人の手が多分に加え られたことを伺う ことができる。 さらに, 層位中

には石灰 石の破片や現在のスレー ト瓦片等が認め られ, 周 囲の宅地造成の影響を少なからず受

けていることがわかる。 また, 前述の通り当該地が通路 となっていたため, 表土層 は扶 られ,

第1 層 が露出 している箇所もみう けられた。

 第1 層 は整地層で, 数層に分層される。 基本 的にはすべ て礫 混 じりの粘質土で, 黄褐色 から

暗褐色, 一部黒褐色を呈す。 厚さは平均すると20cm前後 で, 北側 が薄く, 南側が厚い。 特 に,

南西部は旧地形が谷部になっていたとみ られ, 厚 さ70cmを測 る箇所もみう けられた。 遺物 はこ

の部分の赤色粘質土の ブロックを含 む礫混暗褐色粘 質土 ( 1 - 5 ) 中に多く含 まれていた。多分,

深くなっていた部分に投棄さ れたも ので あろう。

 第皿層は地山で概ね黄褐色の岩盤と なってお り, 北側 から南側へ向って傾斜 して いる。 表面

はいく分起伏がみられ, 南西部で急に谷状の落ち込 みとなる。

 第1 層 ( 表土層)
1- 1 暗灰色粘質土層
1- 2 暗褐色粘質土層
1- 3 黄褐色粘質土層
1- 4 礫混赤黄色粘質土層
1- 5 礫混赤褐色粘質土層
1- 6 灰黄色粘性砂礫土層
1- 7 礫混( 石灰石) 黄褐色粘質土層

  第n 層 ( 整地層)
H- 1 礫混黄褐色粘質土層
1- 2 礫混暗褐色粘質土層
n- 3 礫混黄暗褐色粘質土層
n- 4 暗褐色粘質土層
『 5 礫混暗褐色粘質土層に
  赤色粘質土のブロックを含む
n- 6 黒褐色粘質土層
且一7 礫混黄色粘質土層

1礫混暗褐色粘質土
2赤黄色粘性砂礫土
3赤褐色粘性砂礫土
4礫･瓦混暗褐色粘質土

西壁 セクション

サブトレンチセクション1

サブ トレンチセクショ ン2

サブトレンチセクショ ン3
Fi g. 5  調 査 区セ ク ショ ン図
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 ( 2 ) 堆 積 層 出 土 遺 物

  第1 層出土遺物 ( Fi g. 13 - 1 )

 肥前系の磁器の皿で, 型打ち成形である。 口縁部 は体 部から内湾気味に上がり, 端部 を細く

仕上げる。 口唇部は口鋳となり, 赤褐色 に発色 する。 底 部は平らで, 蛇ノ目高台 となる。 見込

には文様 がある。 肥前系V 期のものと みられる。

  第II 層出土遺物 ( Fi g. 13 ･ 14 - 2 - 25)

 今回復元できたのは, すべて第n 層 一5 から出土 したものである。 第1 層の他 の部分 からも

これらと同時期のものが出土 して いるが, 細片 ばかりで図示できるもの はな かっ た。

 2 - 12 は肥前系の陶磁器である。 2 は蓋付碗 の蓋 で, 3 とセッ トとみ られる。 口縁部 は短 く

内湾気味に真下を向く。 天井部 はやや丸味 を有 し, 輪状 のつまみが付く。 外面 には4 条 の界線

と列点文及 び花文, 内面 には2 条 の界線 と連 続文 ( 四方裡 文) が描かれる。 3 は蓋付碗の身で,

口縁部は欠損する。 体部は内湾気味 に外上方へ の びる。 底部は平らで削り出 し高 台となる。 外

面には草花文と2 条の界線に挟ま れた列 点文及 び比較的幅広の界線, 内面見込 には2 条の界線

と文字が描か れる。 2 点ともV 期 に属 すとみられる。 4 は陶器の碗で, 口縁部 の一部のみが残

存する。 口縁部は斜め上方にの び, 端部 を細 く仕上げる。 外面の一部 には回転 ヘラ削り調整が

施され, それより上方及 び内面 には褐色粕 を施粕 し, 内面に刷毛目文 を施す。18 世紀 頃のもの

とみられる。 5 は磁器の碗で, 口縁部 は体 部から内湾気味に上がり, 端部 を細く 仕上げる。 外

面には葦と蛇籠が描 かれ, 内面 口縁部 上端 に1 条の界線を施す。IV期の後半, 18 世紀後半のも

のとみら れる。 6 も磁器 の碗 で, 波佐見系統 に属 す。 口縁部は内湾気味に上がり, 端部 は丸 い。

外面に は1 条の界線と 円に斜 めの線 の文様 を描き, 内面に は2 条 の界線 を施 す。 18 世紀後半に

属する。 7 も磁器 で, 口縁部 は欠損 するが端反の碗とみら れる。 底部 は平 らで, 削り出 し高台

となる。 外面 には区画南 蛮人, 内面 見込には2 条の界線とその 内側 に山月 と湖 面に浮ぶ舟を描

く。 V 期 に属す とみられる。 8 ･ 9 は磁 器の碗であるが質が悪 い。 双方 とも体 部は内湾気味に

上がり, 底部 は平 らで, しっかり した削り出 し高台となる。 内面 と畳付 は無粕 で, 他には灰色

粕が施粕 される。19 世紀代 のものと考えられる。10 は磁器の蓋 で, 焼継 の痕 が残る。 口縁部は

内側 に屈 曲し, かえりとなる。 天井部は平らであるが, 中央部 が欠損 する。 外面には梅花文が

描 かれる。 かえり部 分は無粕 である。 V 期の後半 に属す。 n はそば猪口で, 口縁部は欠損する

が, 体部 から斜 め外 上方へ真 直 ぐ上がるとみら れる。 底部 は平 らで, 削り出 し高台となる。 体

部外面 には界線状 の文様 と1 条の界線, 高台外面 には2 条 の界線, 同内面には1 条の界線がそ

れぞれ描 かれる。 18 世紀後半のものとみら れる。12 は紅猪 口で, 口縁部は体部から内湾気味 に

上がり, 端 部は上方を向く平面をなす。 また, 体部 から口縁部 にかけて厚みを増す。 底部 は小

さな削 り出し高台となる。 外面には放射線状の条線 が施 される。 新相を呈する紅猪口で, V 期

に属 す。

 13 は唯一瀬戸 ･ 美濃系で, 広東型の碗である。 口縁部 は内湾気味に上がり, 端部 は丸 い。 外
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面 には花文, 内面 には1 条の界線が施される。19 世紀前半 のものとみられる。

 14 - 16 は関西系 と呼称 される陶器であるが, 地元 ( 能茶山焼) の可能性 もある。14 は碗で,

口縁部 は内湾気 味に上 がる。底部 はしっかり した削り出 し高台で, 畳付は三面 に面取 りされる。

見込 には胎土 目の痕 がある。高台以外 に淡オリーブ灰色の粕が施粕 され, 細 かい貫入 がはいる。

18 世紀 頃のものとみられる。 15 ･ 16 は若干寸法が異なるが ほぼ同型 である。 体部は内湾気味に

上がり, 口縁部 で大 きく外 反させ, 端部を細く仕上 げる。 底部 は小 さな削り出 し高台で, 畳付

及 び高台外面 は面取り される。 高台以外 に透明粕が施粕さ れ, 全面 に貫 入がはいる。18 - 19 世

紀前半の ものと考 えられる。

 17 - 22 は地元 の能茶 山焼 とみられるものであり, 高台 内面 に能茶 山の窯印の施されたものも

ある。17 は磁器 で, 広東茶碗 である。 体部は内湾 して上がり, 口縁部 で外 上方に真直 ぐの び,

端部を丸く仕上 げる。 底部 は削り出 し高台となり, 内面に窯印が施 される。 外 面には窓絵と3

条の界線, 内面 には雷文 そして見込 には1 条の界線と形不明の文様 が描 かれる。 18 もほぼ同型

態の碗である。 体部外面 には形不 明の文様 と1 条の界線, 高台外面 に3 条 の界線 と同内面に窯

印, 見込には1 条の界線と形不 明の文様 が描 かれる。19 は底部が欠損す る。 口縁 部は外上方へ

ほぼ真直 ぐ上がり, 端部は丸く仕上 げる。外 面には草花文, 内面には2 ヶ所に界線が施さ れる。

20 は蓋で, 口縁部 は欠損する。 天井部 はやや丸味を有 し, 輪状のつま みが付く。 外 面には界線

に挟まれて文字と文様, 内面 には3 条 の界線 と形不明の文様がそ れぞれ施 される。 21 は広東茶

碗の蓋である。 口縁部は天井部 から内湾気 味に下り, 端部は丸い。 天井部外面 には輪状 のつま

みが付く。 外面には界線と花文, 内面2 ヶ所 に界線がそれぞれ施さ れる。 ま た器 面全 面に貫入

がみられる。22 は皿で, 口縁部 は内湾 して短 く上がる。 底部は低 い削り 出し高 台となる。 内面

及 び見込に文字と山水画が描 かれる。 畳付 は無粕 である。

 23 - 25 は産地不明の陶器で ある が, 地元 ( 能茶山焼) で焼かれた可能性も ある。23 は天目茶

碗で, 口縁部は体部から屈曲 して ほぼ真上 に上 がり, 端部を丸く仕上 げる。 器面 には指頭圧 痕

が残る。 内外面とも鉄粕を施粕する。24 は溝縁 皿である。 口縁部は短く内湾 して上 がり, 端部

は上方を向き, そこに凹線が巡る。 底部 は低 い削 り出し高台となる。 畳付以外に鉄粕 ( サ ビ粕)

を施粕する。25 は徳利で, 口頸部 は欠損する。 肩部 は斜 め下方へ下り, 途中で段 をなす。 上胴

部から底部にかけてほ ぼ真直 ぐ下り, 平 らな底部 に至 る。 底部外面は回転ヘラ削 りで, 外端 部

を面取りする。 外面に鉄粕を施粕する。 その 際, 内面にも鉄粕が垂れる。
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Fi g. 6  遺構平面図 ( s = 1 : 120)
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第IV章 遺構と遺物
1. 掘 立 柱 建 物 跡

 ( 1)  S B - 1  ( Fi g. 7 )

 S B - 1 は, 調査区ほぼ中央部北寄りで検 出した桁行 5 間( 総長約10. 3 m, 約34 尺) , 梁間( 総

長約6. Om, 約20 尺) の東西棟掘 立柱 建物跡で, 南側柱東端1 間 に1 間 ( 総長約1. 95 m, 6. 5 尺)

×3 間 ( 総長約5. 7 m, 約19 尺) の張り 出しが付 く, 角屋 造りであ る。 張 り出 し南端 の1 間×

1 間分の柱 穴はS K - 3 の底面で検出 し, 南東端の柱穴 は木 の根 で壊 されており, 検出できな

Fig. 7  SB- 1
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かった。 棟方 向はN - 81。50 一 W で, 調査 区北 辺とほ ぼ平行 に建て られたことが推測 される。

柱間寸法 は, 桁行 が1. 95 m ( 6 . 5 尺) ない し2. 10 m ( 7 尺) , 梁 問も1. 95 m (6 . 5 尺) ないし2. 10 m

( 7 尺) であるが, 張 り出 し部分 は1. 50 m ( 5 尺) , 1. 95 m (6 . 5 尺) , 2 . 25 m ( 7 . 5 尺) とまちま

ちである。 柱穴の掘り方 は円形 で径28 - 50cmを測るが, 径42cm前後の ものが多 い。 柱径 は残存

していた柱痕及 び柱根か ら径15 - 22cmであったと推測される。 こ れら柱穴 の深 さは検 出面から

5 - 17cmと概 して浅く, 底面の標高は8. 803 - 9. 155 m を測 るが, 9 . 000 m 前後のものが最も多 い。

埋土は赤褐色粘質土単一層で, 柱痕部分 は暗褐色 が強い。 遺物は, 掘り方が浅 いこともあって

極めて少なく, かつ, 細片で器形 を知 り得 るものはP - 1 出土の1 点 のみであった。

  出土遺物 ( Fi g. 14 - 26)

 関西系の火鉢片で, 瓦質である。 小片 で体部径 を復 元するには至らな かったが, 体部上位 の

一部とみられ, 外上方へ立ち上がる底部 からやや屈 曲 し, 上方への びる。 外面 には亀 甲状 の文

様と1 状の沈線が施され, 内面 は回転ナ デ調整 となる。 18 世紀頃の所産とみ られる。

 ( 2)  S B - 2 ( Fi g. 8 )

 S B - 2 は, 調査区ほ ぼ中央部南寄 り, S B - 1 の南隣りで検出 した桁行4 間( 総長約7. 8 m,

約26 尺) , 梁 間2 間 ( 総長約4. 3 m, 約14 尺) の東 西棟 掘 立柱 建物 跡 であ る。 棟 方 向 はN -

86。25' 一W で, S B - 1 より4 。35' ほ ど西 に振 っている。 柱 間寸 法 は, 桁行が ほぼ1. 95 m (6 . 5

尺) 等 間隔, 梁 間は ほぼ2. 1 m ( 7 尺) 等 間隔と なっている。 柱穴 の掘り方 はS B - 1 同様 円

形で径30 - 54cmを測るが, 径40cm前後のも のが多い。 柱径 は残存 している柱痕 から推測 すると

15 - 20cmであったとみられる。 これら柱穴 の深 さはS B - 1 のそれと 同じく概 して浅く, 検 出

面から8 - 14cmで, 底面の標高 は8. 671 - 8 . 837 m を測る。 埋 土 は全くS B - 1 のそれと同 じで

Fig. 8  SB- 2
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赤褐色 粘質土単一層 で, 柱 痕部分は暗褐色が強い。 遺物 は皆無 に等 しく, 復元 し得るもの はな

かったが, すべて近世陶磁器類であった。

2 . 土 坑

 ( 1 )  S K - 1  ( Fi g. 9 )

 S K - 1 は調査 区北部 で検 出した便所跡 で

はないかとみられる土坑 である。 S B - 1 と

の切り合い関係 は認め られなかった。 平 面形

は隅丸方形で, 長辺約1. 70 m, 短辺約1. 35 m,

深 さ0. 74 m を測 る。 長軸方 向 は N - 74。一E

で, S B - 1 と はほぼ反対方 向を向く。 断面

形は逆台形状を呈 し, 壁はほ ぼ平 らな底面 か

ら急角度で立ち上がる。 埋土 は4 層 に分層 さ

れ, 1 層礫混暗褐色粘質土, 2 層赤黄色粘性

砂礫土, 3 層赤褐色粘性砂礫土, 4 層礫･ 瓦

混暗褐色粘 質土で あり, 壁に は薄く 赤褐色粘 質土 ( 土佐では通称 「ハンダ」 と呼 ばれる土。) が

貼付されていた。 遺物の大半 は4 層 中から出土 し, その量は比較的多 かっ たが, ほとん ど平瓦

の細片で図示で きたのは2 点 のみであった。

  出土遺物 ( Fi g. 14 - 27 ･ 28)

 2 点とも産地不明の陶器で, 27 は福 岡系, 28 は備前 系とみられるが, 地元で焼 かれた可能性

もある。27 は碗の底部で, 高台 は比較 的高 く, しっかり した削り出 し高台と なる。 高 台以外 に

鉄粕が施粕され, 見込は蛇ノ目状 に粕剥 ぎが行 われる。 28 は糸目徳利であるが, 口縁部 と中胴

部以下が欠失する, 口頸部はほぼ真上に上がり, 肩 部は小さく屈曲 し, 胴部はなだらかに下る。

外面肩部以下に回転カキ目調整, 胴部 内面 は回転ナデ調整。 粕は口頸部内面 から外面 にかけて

黒褐色粕を施粕する。

 ( 2)  S K - 2 ( Fi g. 1 0)

 S K - 2 は調査区北部で検出 した便所跡 ではない

かとみられる土坑である。 S B - 1 , S K - 1 の北

側に隣接する。 平面形は隅丸方形状をなす比較的浅

い掘り込みにやや南北が長い楕円形を呈する土坑が

重なった形状をなす。 隅丸方形状を呈する掘り込み

は長辺0. 93 m, 短辺0. 61 m, 深 さ0. 10 m, 楕 円形 を

呈す る掘 り込 み は長径0. 66 m, 短 径0. 59 m, 深 さ

0. 60 m を測る。長軸方 向は, 前 者がN - 87。一E, 後者が N - 100 - E を呈 す。 断面形はほ ぼ逆台

1礫混暗褐色粘質土
2赤黄色粘性砂礫土
3赤褐色粘性砂礫土
4 礫･ 瓦混暗褐色粘質土

(DL =9. 30 m)
Fig. 9  SK- 1 ( S=1: 60)

1小礫混灰黄褐色粘質土
2灰黄褐色粘質土
3礫･ 瓦混黄暗褐色粘質土

(DL = 9. 40 m)
Fi g. 10 SK - 2 ( S = 1: 60)
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形状を呈 し, 壁はほぼ平らな底面 から急角度 で立 ち上がる。埋土 は5 層 に分層され, 上層部 が小

礫混灰黄褐色粘質土と灰黄褐色粘質土の互層と なり, 下層 部が礫･ 瓦混黄暗褐色粘 質土 となっ

ていた。 また, 楕 円形の掘り込み の壁 には, S K - 1 のそれと同様 薄く赤褐 色粘質土が貼付 され

ていた。遺物 は楕 円形 の掘 り込 み部分から出土 したが, 少量で図示できたのは1 点のみであった。

  出土遺物 ( Fi g. 14 - 29)

 備前の播鉢で, 底部の破片である。 底部 は平 らで, 体部は外上方へ立ち上がる。 内面 には7

本単位の条線が全面に施されている。 外面 は回転 ナデ調整が施される。

 ( 3) S K - 3

 S K - 3 は調査区南東部 で検 出した不整形 の土坑でさらに調査区外への びる。 S B - 1 の張

り出 し部の柱穴 はこの底面 で検 出された。 平 面形は元来方形で はな かっ たかとみられるが, 部

分的 に歪みが あり, 現状 では不整形 を呈 し, 長辺6. 5 m, 短辺4. 2 m, 深 さ14cmを測る。 また,

S B - 1 の東妻柱列 に平行な形 で掘り残 した部分が ある。 長軸方 向はN - 82。一W 前後 でほぼ

S B - 1 の棟方向と一致する。 断面形 は上辺が非常に長い逆台形状 をな し, 壁 は短く立ち上が

る。 埋土 はS B - 1 ･ 2 同様 赤褐色 粘質土単一層であった。 出土遺物 には須 恵器片が1 点, 近

世陶磁器片が数点 あった程度 で, 図示できたのは備前の揺鉢片1 点 のみであった。

  出土遺物 ( Fig. 14 - 30)

 備前の揺鉢片 で, 内面には7 条以上の単位の条線が全面に施 される。 外 面は回転ナデ調整が

施 される。

 ( 4)  S K - 4 ( Fi g. 1 1)

 S K - 4 は調査区東部で検出 した方形の土坑 である。 長軸方

向 はN - 45。一W で長辺0. 80 m, 短辺0. 57 m, 深 さ12cmを測 る。

断面形は概ね逆台形状をな し, 壁 は底面より短く立 ち上がる。

埋土は拳大の礫を多く含む黄褐色粘質土単一層 であった。 出土

遺物は皆無であった。

3. そ の 他 の 遺 構 及 び 井 戸

 ( 1 ) そ の 他 の 遺 構

 前 述の遺構 以外に ピッ ト4 個を検出 した。 こ の内, 東端 で検 出 した ピッ ト3 個 は, S B - 1

の東妻柱 列に平行 しているが, 建物や塀を復元する には至 らなかった。 それら ピッ トの平面形

はほぼ円形で径0. 56 - 0 . 67 m, 深 さは15cm前後で あった。 もう一つの ピッ トは, S B - 1 の西

側, 約1. 95 m ( 6. 5 尺) の位置 で検 出 した。 平面形はほ ぼ円形で径0. 56 m, 深 さ17 . 5cmを測る。

これら4 個の ピッ トの埋土は, S B - 1 ･ 2 同様赤褐色粘 質土 単一層であった。

 なお, 遺構検出面で礎石と して使用さ れた可能性 のある 石を数個検出 したが, 建物を復元す

るには至らな かっ た。

1礫混黄褐色粘質土
こ( DL = 9. 20 m)

Fig. 11 SK- 4 ( S =1: 60)
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 ( 2) 井 戸 ( Fi g. 12)

 当該邸跡の一隅には当 時のものと伝 えられる井戸が残っている。今 回の史跡整備 では現状 で保

存する計画であったため, 調査対象から除外 したが, 測量することができたのでその概略 を記す。

 当初, 上面に石組がみられたため, 石組井戸 ではないかと考えられたが, 石組 は上面の一面

のみで, 素掘りとなっていた。 掘り方 は円形 で, 径約0. 70 m, 深さ3. 45 m 以上と みられ, 上端

面から約1. 5 m 以下 には水が溜り, 底面 にはヘ ドロが堆積 して いる。 また, 壁 の一部に は表面

が薄く剥落 した部分があり, その部分 にはS K - 1 ･ 2 で認められた赤褐色粘質土が貼付 され

ており, 壁全面に薄く貼付さ れて いる ものとみられる。

※壁の表面 ( 赤褐色粘質土)
 が剥落した部分

Fi g. 12 井戸
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第V章 考   察
 今回確 認された遺構が, 鹿持雅澄邸と どのような関連が ある のか調査結 果をもとに考察 して

みたい。 なお, 鹿持 雅澄邸 につ いては, 『日本文学研究』 第三号一鹿持 雅澄特集 一昭和33 年9

月の中に橋 詰延寿の 「鹿持雅澄旧邸の聞き書」 と いう文書 があり, その中に掲載されている聞

書図 ( Fi g 15) にある 井戸と現存 する井戸 とが ほぼ同一場所 にあ ることか らそこ に記載 さ れ

た建物も当時のものであると思われて いた。 ただし, そこに記 載された旧邸の様子と は1888 年

頃の様 子で, 鹿持雅澄 ( 1791 - 1858) の死後30 年 も経 った頃のことである。

 まず, 2 基の土坑, S K - 1 ･ 2 につ いて みてみたい。 この2 基の土坑は, 規模 に違 いが み

られるが, 掘り方, 堆積状況及 び壁に赤褐色粘 質土 を薄く貼付 している点で共通 している。 そ

の性格は壁に赤褐色粘質土を薄く貼付 して いる ことな どから前述のとおり便所であったと考 え

られ, 田村遺跡群の中の近世の遺構, 中でも18 世紀 以降のものな どに類例を多くみる ことがで

きる。 埋った時期は, 出土遺物が少 なく 明確 ではないが, 少なくても19 世紀以降である といえ

よう。また, この2 基 は先の聞書図の中に記載さ れて いる便所 とその位 置がほぼ一致 している。

これらのことを総合すると旧邸 (1888 年 頃) のものであった可能性が極めて高 いと言 えるよう

である。

 一方, 2 棟の掘立柱建物, S B - 1 ･ 2 は どうであろうか。 この2 棟 はそ の位置 関係 と規模

などからみてS B - 1 が母屋 で, やや棟方 向を異 にするS B - 2 が母屋と軒 を接する離 れと考

えることができる。 S B - 1 は比較 的柱 間寸 法が一定 しており, 東側の桁行3 間, 梁 間3 間部

分 は柱 間寸法 が約2 m ( 6 尺5 寸) に割 り付 けられて いること から畳敷 きの部屋 ( 座 敷) , 西

側の南桁行2 間, 梁 間1 間部分 が板床, 西側 の北桁 行2 間, 梁間2 間が土間 に復元 することも

可能 である。 土間内の土坑 ( S K - 1 ) は貯蔵穴, 風 呂, 便 所な どが考 えられるが, 如上 の便

所であったとみ られる。 ま た, 張 出し部 分は, 屋根が母屋と接続する角屋ま たは別棟 の土蔵な

どが考え られる。 S B - 2 は, 柱 間寸 法や柱 の並 びがやや不揃いである ことから土 間床 の納屋

や物置な どが想定 されよう。 なお, この2 棟 の時期は出土遺物 からみる限り少 なくとも18 世紀

以 降に建て られたものと推 察される。

 以上, 遺構本体 からその性格, 時期 についてみてきたが, 次 にこれらの基盤 となった土層に

つ いて みて みよう。 これら遺構 はすべて第n 層上面で検出さ れて いる。 換言 すれば整地層の上

から掘 り込 まれたものである。 この整地層からは当地の能茶山焼 の陶磁器 が出土 している。 能

茶 山焼 は高知市 鴨部 の能茶 山に肥前の陶工を雇入れ1820 年に開窯 された土佐 藩営 窯で明治維新

で閉窯 している。 窯本体 の調査 が実施されていないため詳細 は不 明であるが, 概 ね19 世紀前半

以 降のものとみて大過 なかろう。 また, 伴出 した肥前系の磁器 も当該編年 のV 期 に位 置付けら

れる もので, 時期 的には19 世紀前半と考えられている。 他の伴 出遺物 もほぼ同時期かそれ以前
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のものとみられる。 こ れらを総合する とこの整 地層 は19 世紀前半, 中でも1820 年以 降の所 産と

みて間違いなかろう。 このこと から今 回検 出された遺構 もすべて19 世紀前半以 降, 中でも1820

年以降のものと思料さ れる。

 ここで, 先 の 「鹿持雅澄 旧邸 の聞き書」 ( 以下 「聞き書」 という。) と聞書 図 に記載 さ れた建

物な どと の関連をみて みたい。 「聞 き書」 の中 に記 載された建物 は礎 石建 ちで南北3 間, 東西

6 間の東西棟建物であったと推察さ れる。 今 回検 出 したS - 1 な どの石がその礎石 であった可

能性もあるが, 建物を復元する には至 らなかった。 その理由と しては, この鹿持邸 が後 に畑 地

となったことから耕作 に支障と なる礎石 な どの石 は取 り除かれたためとみる こともできよう。

ともかく, 地表下に掘り込まれたもののみが壊 されず に残 り今 回確 認できたのである。この内,

便所跡とみられる2 基の土坑は時期的, 位置 的にみて前 述のとおり聞き書に記載 された便所 と

みて ほぼ間違いなか ろう。 一方, S B - 1 ･ 2 の掘立柱 建物跡 は, 「聞き書」 に記載さ れてお

らず, 1888 年 当時に は存在 しなかった とみられる。「聞き書」 以 降新たな建物 が建って いない

ことからこの2 棟 は1888 年当時 の建物 に先行す るものと考えることができよう。 そして, 19 世

紀前半以降のものであることと考 え合 わす と丁度, 鹿持 雅澄が生存 した時期と重なる。 この2

棟の建物に誰が住んでいたか考古学的 に言 明できないまでも, この地が鹿持雅澄邸 である なら

ば, この2 棟は正に鹿持雅澄邸で あっ たと言 わ ざるを得 ないのではなかろうか。 S K - 1 ･ 2

との関連については不明確で はあるが, 位置関係, 出土 遺物 及 び他にそれに相当する ものが存

在 しないことな どからみると共存 した可能性 も考 えられる。 も し共存 したとす れば, 便所 と井

戸は2 時期に渡って使用され たこ とになる。

 叙上, 今回確認された遺構と鹿持雅澄邸との 関係 につ いて考えてきたが, この時期の建物 に

ついては調査例もほとん どなく現存 して いる建物 から推 測されているのが現状であり, 不 明確

な点も多い。 また, 現存する近世民家 のほとん どは礎 石建てか土台建てであり, このよう な掘

立柱建物は少ないのであるが, 文献等で はむしろ掘立柱建物 の方が数の上では圧倒的に多 かっ
                                ( 1)
たようである。 た だし, 中農以下の貧 しい農家 に多かったとのことである。 鹿持雅澄 の身分 と

家計をみた場合, 土佐 藩の下級武士 ( 白札) で, 家計 は困窮 して いたらしく, 家は古く, 雨漏

りが し, 机を持って部屋をあちこち移動 しなければならなかったとのことである。 さらに, 妻
                       (2)
が死んでも葬式を出す費用がない ほどであっ たらしい。 このような状況から推察する と, 下級

武士とはいえ, 住まいが掘立柱建てであっ たとしてもあながち不釣り合いと は言 えないのでは

なかろうか。 ともかく, 当時の建物跡の発掘例 が少 ない現状 と しては, 建物の構造 から云々す

るのは無理がありそうである。 明確なことは, 掘立柱建物 という 古代以降一般的な住居形態が

この時期まで残存 していたことであり, 今後近世民 家を研究 する上での一つの資料となり得る

ことであろう。
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註

 (1) 宮本長二郎氏の御教示による。 また, 掘立柱建物の問取りについても宮本氏の御教示に負う
  所が多い。

 (2) 高知新聞の鹿持雅澄特集 「雅澄と万葉 一生誕200 年を前に一」 13 鹿持 家の家計 安岡正

  隆 1991 年2 月27 日

参考文献

 大橋康二  『肥前陶磁』 考古学ライブラリー55  ニュー･ サイエンス社 1989 年

 稲葉和也･ 中山繁信 『日本人のすまい』 彰国社 1990 年

 前 久夫  『古建築の基礎知識』 光村推古書院 1986 年

 『やきもの事典』 平凡社 1989 年
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『日 本文学研 究』 第三号 一 鹿持雅澄特集 一
昭和33年 9 月

一 10 一

Fig. 15 鹿持雅澄先生旧邸聞書図
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一 9 一

江
)
矢
野
氏
か
ら
来
て
お
り
ま
し
た
が
、
雅
古
さ
ん
川
生
後
、
席
後
の
ひ
だ

ち
恋
し
く
て'死
去
し
、
後
黄
に
小
高
坂
村
(
い
ま
商
知
市
小
商
坂
=
非
.
家

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
1
え

の
方
が
来
て
、
こ
の
方
が
、
皿
、
多
満
裕
の
二
女
子
を
産
み
ま
し
た
。

多
満
衛
さ
ん
は
、
私
の
姉
り
ん
と
同
年
で
、
私
は
三
つ
年
下
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
川
介
で
は
友
逮
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
私
礎
幼
な
左
違
と
し
て
、

何
町
も
よ
く
遊
ん
で
も
ら
つ
た
も
の
で
す
。

多
満
術
き
ん
十
二
、
三
才
の
切
、
お
父
き
ん
で
あ
る
雅
慶
さ
ん
は
、
一
家

を
あ
げ
て
小
商
坂
村
故.所
(
井
ロ
橋
を
菓
に
渡
り
、
今
一
っ
小
橋
を
北
に
渡

?
て
六
十
メ
ー
ト
ル
仙
)
に
引
っ
越
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
は
輿
き
ん
の
弗.
兄

 
(
奥
さ
ん
}
方
".井
家
、
姉
の
主
人
に
な
る
方
)
に
な
る
矢
好
川
莱
き
ん
が

来
て
化
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
お
る
こ
と
五
年
位
で
矢
好
川
き
ん
は
幅
多
祁

沖
の
砧
(
い
ま
宿
毛
市
沖
の
冊
)
村
の
戸
長
に
赴
任
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

 
 
 
 
ー  ー

時
家
を
万
万
村
(
い
ま
商
知
市
万
万
)
出
ロ
の
通
称
助
き
ん
と
い
う
人
に
売

り
渡
し
て
、
コ
ワ
シ
家
と
し
ま
し
た
が
、
家
は
そ
の
後
、
何
処
へ
ど
う
な
っ

た
か
知
り
ま
せ
ん
。

一
二
、
当
時
先
生
宅
に
何
時
も
勉
強
に
兄
え
ら
れ
た
の
は
、

次
の
方
々
で
し

た 。
 
矢
野
川
、
冊
川
、
H
沢
、
岡
部
、
大
江
、
井
卦
辺
さ
ん
等
々
。
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一 8 一

 
寅
さ
ん
は
小
柄
で
、
品
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
ま
く
と
に
確
な
記

憶
で
、
順
序
よ
く
す
ら
す
ら
と
話
し
て
く
れ
た
と
渡
辺
氏
は
述
穣
し
て
い
る
。

 
な
お
飛
n…
井
(
庇
持
)
雅
慶.
の
川
邸
は
柵
井
村
一
二
五
冊
吊
峨
で
あ
る
の

で
、
一
二
八
冊
夙
敷
の
話
者.罧
木
興
さ
ん
と
の
岡
に
は
、
外
に
二
軒
の
吊
赦
が

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
聞
 
 
き
 
 
■

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
"
ん'一う

一、
旧
お
用
敷
へ
の
通
路
は
、
福
井.
町
木
道
の
皿
持
橋
の
処
か
ら
細
い
近
を
通

 
 
 
 
 
が
け

 
っ
て
畑
地
雌
の
処
を
、

典
に
登
っ
て
御
凹
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
冊
り
ま

 
し
た
。

二、
ご
円
は
坊
主
円
で
、
家
の
南
方
に
難
っ
て
お
り
ま
し
た
。

三
、
お
屋
赦
の
広
き
は
、
束
西
九
岡
、
甫
北
十
冊
で
而
秋
は
九
十
坪
位
右
っ
た

 
で
し
ょ
う
。

 
註
、
な
お
現
在
の
畑
地
の
而
秘
は
四
畝
十
五
歩
で
あ
る
が
、
突
測
す
る
と
今

 
少
し
広
い
か
も
知
れ
な
い
。
現.
在
上
地
所
右
瑞
は
雅
溢
先
生
二
"
の
筏
商
の

 
大
介
三
四
茂
氏
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ー

四
、
お
家
は
冊
口
六
…川
、
輿.
行
三
冊
、
難
坪
二
十
坪
位
で
冊
数
は
五
、
六
……
あ

 
り
ま
し
た
。

五
、
家
は
、
巣
方
を
籏
で
ふ
き
ぎ
、
南
而
し
て
冊
け
、
建
っ
て
い
ま
し
た
。
尾

 
 
 
1  ご

 
内
の
冊
取
り
は
、
あ
ら
か
た
別
N
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

六
、
お
家
は
瓦
葺
、
蘂
葺
半
々
用
根
の
平
用
処
で
木
宅
一
棟
だ
け
で
し
た
。
な

 
お
く
わ
し
く
巾
し
す
と
、
吊
枳
の
右
半
分
が
瓦
荘
で
、
左
半
分
が
蘂
葺
で
し

 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
さし

 
た
が
、
藁
葺
の
方
も
庇
だ
け
は
、

奄
部
瓦
性【
で
し
た
。

准
お
小
き
な
便
所

 
が
、
家
の
北
皿
に
離
れ
て
雄
っ
て
お
り
ま
し
た
。

七
、
井
戸
は
、
家
の
西
北
隅
四
、
五
冊
の
処
に
在
っ
て
、
杓
様
一'、
こ
で
わ
炊
那

 
や
ら
お
沈
湘
や
ら
な
き
れ
て
お
り
ま
し
た
。

八
、
お
庭
は
衷
座
赦
の
前
に
あ
っ
て
、
狭
い
平
庭
で
し
た
が
、
其
ん
中
に
二
、

 
三
庭
石
が
す
わ
り
、

そ
の
冊
…川
に
は
、
 
ツ
ワ
、
 
ハ
ラ
ン
、
サ
ツ
キ
、
ツ
ツ

 
ジ
、.
ポ
ヶ
な
ど
が
柚
う
て
お
り
ま
し
た
。

九
、
庭
樹
の
大
き
な
物
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

 
1
、
松
の
木
 
庭
の
中
火
に
あ
っ
て
令
孫
雅
市
さ
ん
の
誕
生
記
愈
に
雅
澄
先

 
 
生
が
柚
え
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
大
き
な
木
で
し
た
。

 
2
、
モ
ッ
コ
ク
の
木

こ
れ
も
大
き
な
木
で
、
そ
の
落
葉
が
い
つ
も
手
沈
に

 
 
一
ば
い
落
ち
て
居
り
ま
し
た
。

 
3
、
ポ
ケ
の
木

紅
n
咲
き
分
け
の
も
の
で
花
は
き
れ
い
に
大
き
な
木
で
し

 
 
た
。

 
4
、
柿
の
木

が
ニ
ホ
、
大
き
な
渋
柿
の
木
で
し
た
。

一
〇
、
お
家
の
巾…
側
に
は
柵
畑
が
あ
っ
て
た
く
さ
ん
の
梅
の
木
が
梢
わ
っ
て
お

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'    
    ■一〃
↑
や

り
、
毎
年
七
月
姫
互
の
候
に
は
井
n
炎
吊
の
柵
太
さ
ん
と
い
う
人
が
冊
わ
れ

 
て
来
て
、
そ
の
手
入
れ
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ぐも'"
▲う

註
、
井
口
は
現
布
荷
知
市
井
n
町
で
、
雅
溢
邸
か
ら
七
、
八
町
も
あ
る
。
炎

 
 
用
や
再
太
き
ん
の
こ
と
は
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。

一
一
、
先
生
の
長
"
雅
慶
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
、
も
と
潮
江
村
(
い
ま
茜
知
市
潮
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付録「鹿持雅澄旧邸の聞き書」 橋詰延寿

一 7 一

鹿
持
雅
澄
旧
邸
の
聞
き
書

橋
 
 詰
 
 延
 
 寿

 
 
 
 
 
 
は
 
 
じ
 
 
め
 
 
に

 
こ
の
皿
持
雅
灘
の
川
邸
の
開
き
艀
は
、
私
の
碑
敬
す
る
先
盟
漣
辺
賞
上H
氏
-

高
知
市
福
井
町
八
三
九
帝
1
が
昭
和
二
十
三
年
九
二
十
八
"
、
m
姑
森
木
血
さ

ん
か
ら
聴
取
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
私
は
、
渡
辺
氏
の
快
祐
を
得
、
雅
灘
先
先
の
百
年
祭
を
好
機
に
、
私
の
君
い

友
人
逓
が
経
牌
舳
災
し
て
い
る
H
木
文
学
研
究
に
こ
の
稿
を
お
く
る
わ
け
で
あ

る。
 
 
 
 
 
 
森
 
本
 
 
寅
 
さ
 
ん

 
こ
の
希
の
主
で
あ
る
罧
木
輿
き
ん
は
、
皿
持
雅
溢
邸
の
す
ぐ
{
方
で
、
出
時

福
井
村
一
二
八
冊
用
倣
艘
某
森
木
楠
兵
衛
の
二
女
で
あ
る
。
明
治
六
年
(
一
八

七
三
)
二
月
十
九
"
生
れ
で
、
賞
さ
ん
は
十
七
歳
の
町
、
福
井
村
長
谷
八
二
瀞

用
赦
(
一
、
三
〇
帝
地
内
)
艘
棄
高
橋
楠
"
の
二
"
小
楠
を
漣
十
に
迎
え
た
。

そ
う
し
て
一
子
正
再
を
生
ん
だ
。
が
、
そ
の
後
、
わ
け
が
あ
っ
て
獲
子
と
離
別

し
た
。
そ
う
し
て
母
子
典
、
両
親
に
伴
わ
れ
て
大
阪
市
へ
川
た
。
大
阪
で
い
ろ

い
ろ
牌
労
し
た
が
、
飛
工
梁
を
は
じ
め
た
。
正
再
が
戊
長
し
た
の
で
郷
爪
の
土

 
 
け
"

佐
の
案
村
(
今
は
高
知
市
秦
)
字
都
野
の
宮
川
愛
次
の
娘
政
恋
と
結
蜥
。
長
女

帥
子
を
生
ん
だ
。
そ
の
襖
正
柵
が
死
亡
し
た
の
で
、
艀
子
が
戊
年
に
な
る
と
、

土
佐
郡
川
村.袖
非
(
今
は
商
知
市
柵
井
町
)
艘
業
穂
弘
作
届
の
二
"
"
"
を
漣

子
に
迎
え
た
。
二
%
一
女
を
あ
げ
、
い
ま
机
母
加
子
と
糾
子
五
人
計
六
人
荘
し

で
、
現
在
大
阪
府
の
商
桝
市
其
上
九
八
O
冊
地
に
居
化
し
て
い
る
。
数
人
の
徒

弟
と
と
も
に
鍛
工
某
を
常
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
現
在
の
世
柵
主
夫
婦
は
、
森
ホ

･…川
き
ん
の
孫
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

 
こ
の
典
き
ん
は
昭
和
三
十
一
年
六
月
某
"
行
年
八
十
三
歳
で
死
亡
し
て
い

る。
 
渡
辺
賞
上H
氏
が
、
雅
雄
邸
の
m川
き
と
り
を
し
た
の
は
、
前
紀
の
通
り
昭
和
二

十
三
年
九
月
二
十
八
"
で
、
興
き
ん
の
土
佐
へ
の
疲
後
の
帰
N
の
時
で
あ
る
。

こ
れ
は
賞
き
ん
の
姉
り
ん
ー
"
知
市
瑛
福
井
徳
弘
仙
吉
母
1
の
病
気
危
鱒
の
報

で
兇
舛
に
川
っ
て
来
た
町
の
こ
と
で
あ
る
。

 
森
木
興
き
ん
は
、
こ
の
時
七
十
六
才
で
あ
っ
た
が、
少
女
の
時
か
ら
冊
庶
力

の
よ
い
叫
の
よ
い
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
お
ば
あ
き
ん
は
、
後
に
紀
し
て
あ
る
よ

う
に
、
多
満
衛
(
雅
n
の
直
系
の
孫
)
の
遊
ぴ
友
述
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
十
四

五
の
少
女
時
代
、
娘
町
代
を
雅
潰
の
旧
邸
で
よ
く
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
旧
邸
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
血
持
の
旧
邸
を
知
る
た
だ
一
人
の
生
存

蔚
で
あ
っ
た
。
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